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Ab ＄tract

　　Com エnunity 　bascd　workshop 　ibr　disaster　prevention　has　bcon　hcld　actively 　in　recent

Japan，　 However ，
　 there　 arc 　 not 　 fcw　uni 鉤   ity　workshops ．　 We 　have　 applicd 　 a 　 trial−and −

error 　 method 　 about　 the　 workshop 　 bascd　 on 　 kllowledge　 of　natural　 disastcr　 science．　 In

this　 study ，　 I　 would 　 like　 to　 explain 　 the　 method 　 of 　workshop ．　 First　 of 　all，　 a 　 prcliminary
sしぼ vey 　about 　primary　cause 　of 　 natural 　disaster　is　ilnportallt．　 Various　sources 　of 　 disastcr

infbrmation　are 　 alrcady 　 rclcas 。d．　 For　example ，　 hazard　map ，　 iandform　 classification 　map ，

cstimation 　 of 　 damage，10cal　 plan　 fbr　 disastcr　 prevention．　 A 　 faei！itator　 givcs　 participant
concrotc 　cxplanation 　about 　the　disaster　of 　that　area 　based　on 　this　preliminary　survey ．

Next
，
　 participants　 read 　 landlbm1（altitude ） of 　 the　 area 　 by　 detailed　 map ．　 Moreover，

participants　 discuss　 about 　 problems　 of 　 thc 乱rea 　 witll　 engineer 　 or　 public　 official ．　 A

result 　 of 　 discussioll　 summarized 　 in　 a　 problems　 list　 and 　 a　 location　 map ．　 There　 is　 all

exa 皿 ple　to　 which 　rcsjdents 　started 　solution 　 of 　thc　problcms 乱1tcr　 a　workshoP ，　 However
，

the　efttect　of 　workshop 　has　not 　been　shown 　 clearly 　yet．　 Effect　vcrification 　 of 　workshop

is　fUturc　subjcct ．
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t ，は じめに

　近年 の 目 木 で は ，住民 参加型 の グ ル
ー

プ作業に

よ っ て 地域 で の 防 災 に 関する 意 見交換 を行 う取 り

組み が 活発化 しつ つ あ る 。 こ の よ うな形態 の 取 り

組み は ，静 岡県 で は 1997年頃 にす で に 実施例が あ

る （井 野 ら，1997畑 現 在 で は，呼 称 だ け で も

1
−
DIG 」，「災害図上訓練⊥ ［

．
防災ワ ーク シ u ッ プー1な

どと多様で ，様 々 な試行錯誤が 続 い て い る 状況で

ある （秦 ・吉井，2008）。 こ こ で は ，呼祢 と して

「防災 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ ．1を用 い ．そ の 形態 は 「比 較

的少人数 （数 十名以内程度 〉 で ，様 々 な資料 を用

い ，様 々 な 入 （生 た る参加者は 住民）が 参加 し、

地図 な どを使 っ た 作業をま じ えて ．地域 の 防災に

関す る広 い 意 味 で の 話 し合 い をす る活動」 と定義

する 、，ま た ．防災ワ ーク シ ョ ッ プで の話 し合い の

対象 とな る 地域 を 「対象地域 1 と呼ぶ 、実際に行

わ れ て い る 住民 参加型 の 防災ワ
ーク シ ョ ッ プ で

は ，町内会単位 な ど空 間的 に 小 さな範囲 を対象地

域 とす る 場 合が多 い の で ，本稿 で も こ の 形態 を前

提 とする 。

　 防災ワ
ーク シ ョ ッ プ は 住民だけで 行わ れ る こ と

も多 く．外 部者が協力す る 場 合 で も市町村役場 の

防 災関係職員．ある い は防災 「活動」の 専門家な

どが 加わ る に とどま る こ とが 少な くな い
。 その 結

果，自然災害科学的知見が ト分反映され な い こ と

や，場 脊に よ っ て は ．誤 っ た認 識 に基 づ く危険 な

選択 が 「地域 の 合 意」 と して形成 され る とい う懸

念 もあ る （牛山，2007）、，こ の ような取 り糸Hみ を支

援する た め に，Web−GIS な ど様 々 なッ
ール 開発 も

試み ら れ て い る が （た とえば長坂ら，2006），ツ
ー

ル 自体 の 導入 や使 い 方 の 習熟 に，専 門家 の 閧
厂

∫・が

必要 に な る な ど．汎用性 の 問題 は十分解決 さ れ て

い な い 、，

　そ もそ も「災害科学の 専門家」 の 数は多 くな く，

こ うい っ た 「専門家」が ．無数に あ る 町内会単位

で の 活動す べ て に 関与す る こ とは亊実．卜不可能 で

ある，，しか し，「専門家」が 関 与で きな い こ と を理

由に，災害 の ［地域 性」を無視 し，誰で もで きる

画
一

的 な 「避難路 の 確 認 」，1近 隣 で の 助 け合 い 」

な ど に ば か り 目を向け る の も建 設的 で はな い 、，災

害科学的知 見 を取 り入れ つ つ ，か つ な る べ く多 く

の 地域で 実施する た め の 方法論を構築，提案 して

い く必要が ある 。

　筆者 は こ の よ うな問 題 意 識 に も と づ き，DIG

表 1 筆者が 企 画 に 関わ っ た 防 災 ワ
ーク シ ョ ッ プ

ー
覧

No ．

a

　 実施時期　　　　対象 地 区

濔“ …副 霧靄評
依頼者 お も な 参加者 備考

b

C

仙台 r［ゴ

．
住民，市職員，東北

大

住民，市職員．東北

大、京大

高校生，岩手県立大

岩于県立 大学 の 高校 生 向け行事

「ウ ィ ン タ
ー

セ ッ シ ョ ン 」の
一

環

と して 実施。
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（DIG マ ニ ュ ア ル 作 成委員会，1999），発災対応型

防災訓 練 （市民防災研究所，2000） な ど既 存の 手

法を参考 に しつ つ ，い くつ か の 防災ワ ーク シ ョ ッ

プ の 企画，運営 に携 わ り〔表 1），そ の 結 果 の
一

部

を報告 して きた （牛 IIIら，2004 ；牛 山 ら，2006 ；

牛山 ら，2008）。本稿 で は，こ れ まで の 試行錯誤

に基 づ き，現 在筆者が 行 っ て い る 取 り組 み を 「課

題探索型 地域防災ワ
ー

ク シ ョ ッ プ」と呼び，防災

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 方法論 の
・つ と して 提案 する 。

2．課題 探 索 型 地 域 防 災ワ ー ク シ ョ ッ プ

　　 の 前段 階

　2．1　 目的設定

　防災 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 企画時 に は．まず そ の 目

的 を明確に す る こ とが 必要で あ る，，す で に 述 べ た

よ うに そ の 実施方法に は様 々 な もの が あ り，H 的

次第 で ，内容 や方 法論 が 変 わ っ て く る か ら で あ

る 、，「防災 意識 の 向上 」．「災害対応力 の 向上」な ど

とい っ た キ
ー

ワ
ー

ドが 「目的」 と して 挙げられが

ち だ が ，こ れ ら は 具 体的 な E「的 設 定 とは 言 い 難

い 、， 目的が 明確で ない ままに 実施する と，交わ さ

れ る 話題が マ ニ ュ ア ル 的，通 り
．一

遍 な内容 に 終始

する結果 に な りかねな い 。まず は，企画 に携わ る

関係者の な か で，目的設定に つ い て率直 な意見交

換 を は か り，「Ox 災害 が 発 生 し た 際 の 避難の 方

法 を考 えたい 」，
「
x × 地区 は △ △ 災害に対 して 脆

弱 な こ と に つ い て 関係 者 間で 認識 共有 を は か りた

い 」な ど，極 力具体 的 な 目的設 定を行 うべ きで あ

る 。

　 なお ，「日的」と 「目慓」は 意味 が 異 な る 、、「日

的 を具体的 にす る 」 と して ．「× × 地 区 の 避難率 を

○ ％ に引 き Eげ る 」 な ど と い っ た 「数値 目標」 を

掲 げ る こ と は行 き過 ぎだ ろ う、中野 （2001） は，
一

般的な ワ ーク シ ョ ッ プ の形態 を，「講義な どの
一

方的 な 知識伝達 の ス タ イ ル で は な く，参加者が 自

ら参加 ・体験 して 共同 で 何か を学 び合 っ た り作 り

出 し た りす る 学 び と創造 の ス タ イル 」 と 言 っ て い

る ，，多 様 な意 見 ・知 識 を交 換 し合 う の が ワ
ー

ク

シ ョ ッ プ の 利 点 で あ り，企 画者 か ら の
一

方通行的

情 報伝達 に よ り参加 者 を縛 る よ うなや り方は ，そ

もそ も ワ
ーク シ ョ ッ プ に な じ ま な い u
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　2．2　課題探索型地域防 災ワ
ー

クシ ョ ッ プ

　次に，ど の よ うな 方法で 防災ワ ーク シ ョ ッ プを

行 うか 検討す る n 発災後の 具体的対応 を検討 ・訓

練 す る な ど，日的が 具体 的 な場 合 は ．秦 ・吉井

（2008）が言 う と こ ろ の 「対応 型図 E演習」や，詳

しい 状況付与を した 「討論型図 E演習」な どが効

果 的 だ ろ う。しか し，現 実 に は 企 画 者側 が 「防 災

ワ
ーク シ ョ ッ プ的な取 り組み （訓練）をや っ て み

た い 」 とい う意向は持 っ て い る もの の ，具体 的 に

改 善，検討す る 課 題 ・目的 は 明確 に な っ て い な い

こ とも少な くな い 。表 1 で 挙げた事例 の 場合 も，

い ずれ もこ の 意味で の 目 的が 明確 に は な っ て い な

か っ た、、「ワ ー
ク シ ョ ッ プ をや る」 とい う 「目的」

に後付け で 無 理 に 検討課 題 や テ
ー

マ を設 定 して

も，そ れ ら の テ
ー一

マ が 対象地 区に とっ て 本当 に 必

要 な もの に な ら な い こ とが 懸念 され る 。

　 検 討す べ き課 題 が明確 で な い 場 合 は ，む しろ ，

i検討 すべ き課題 は何 か」自体 の 探索 を 目的 と した

防災ワ ーク シ ョ ッ プ を行う方が 効呆的だ ろ う。筆

者 は こ の タ イ プ の 防災 ワ
ーク シ ョ ッ プ を 11課 題 探

索型地域 防災ワ
ー

ク シ ョ ッ プ ニ と呼ぶ ，， こ れ は ，

．
“
対 応型図上演 習」を は じめ と した ，他 の 訓練 ，対

策の 入 り口 として も機能す る と思われ る。以下 で

は ，こ の 「課題探索型地域防災 ワ
ーク シ ョ ッ プ」

の 実施手法 に つ い て 論ず る 。

　2．3　課題探索型 地域 防災 ワ ーク シ ョ ッ プ に求

　　　 め られ る要件

　 こ こ で 考える 課題探索製地 域防災ワー一ク シ ョ ッ

プ は ，汎用 的な手法 と す る た め に ，技 術的知 見 は

盛 り込み つ つ も，各地 で 実施 口∫能な内容 で あ る こ

と が望 ま しい 。具体的 に は ，以下 の よ うな要件を

掲 げた、t

（1 ）防災全般の専 門家は 多 くな い が ，自然科学分

　　野 の 技術者は 地 域 で も多く活躍 し て い る 。 十

　　木工 学，地理学，林学，地球科・学な どの 学部

　　教育 を受 け た 技 術者 で あ れ ば対応 で き る範囲

　 　 の 知 識 で 対応可能 な作 業 で あ る こ と、、

〔2 ）用 い る資料や 情報は ．刊行，公 開され て い る

　 　 範囲 の もの と す る 。

（3 ）1防災 」は 地 域 で 行 う活動 の one 　 of　them で あ

N 工工
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　　り，使 え る 時間 は 限 られ る こ とか ら，1 回当

　　た り 1 〜2 時間，計 1 〜 2 回で 終了す る内容

　　とする 。

〔4 ）多様 な参加者 が 想定 され る こ と か ら，作 業内

　　容 は平易 にす る．，ただ し，作業 内容 や そ の 結

　　果か ら，防災上望 ま し くない 誤解を生 じ させ

　　な い よ う留意が 必要。

3 ．課題 探 索型地 域防 災 ワ
ー

クシ ョ ッ プ

　　 の 企画

　3．1 対象地域の 確定

　課題探索型地域 防災ワ
ー一ク シ ョ ッ プの 対象地域

は ，町内会な ど 空間的に狭 い 範 囲 で あ る こ とが望

ま しい u こ れ は ．地図．資料な ど，事前調査 が 容

易に な る こ とや ，実施時に 交わ され る話題が 具休

的 な もの に な りやすい と い っ た 利 点か ら で あ る 。

　課題探索型 地域防災 ワ
ーク シ ョ ッ プ の 企 画 に 当

た っ て は，まず 対 象地 域 を明確 に 定 め る、．こ の

際，口常的 に様 々 な活動を行 っ て い る 地域 ｝桝立を

基準 とする ．，作業は，机一ヒに 地図を広 げて 行 う形

式が基本 で あ る こ とか ら，面 積的に は 1 ：2500白

地図 1 枚に 人 る くらい の 範囲が望 ましい 。

　3、　2　人材確保 と意識共有

　次 に ，課題探索型地域 防災 ワ
ーク シ ョ ッ プ全体

を企 画 す る 責任者 〔以下 ［企画 貞任者」）を決 め

写真 1　 防災 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で の グ ル
ープ作業

　　 　 2003年 7 月 19日，岩 壬県 釜 石 市 に て 。
　　 　 地 図 を 貼 っ た 机 を 囲 ん で の 討論、作業

　　 　　を 行 うた め ，1 グ ル
ープ 当 た りの 人 数

　　　 に は 限界が あ る。

キ 凵1・岩舘 ・太 田 ： 課題 探 索韭望地域 防 災ワ
ー

ク シ ョ ッ プの 訊 行

る 、、い わ ゆ る フ ァ シ リ テ ータ 〔facilitutor）で ある 。

こ れ は，そ の 取 り組み の 発案者 （ある い は発案機

関 の 関係者）で も よ い し．外部 の 「専 門家」 で も

よ い 。企画責任 者の ほか，グ ル ープ作業 をする際

の グ ル
ー

プ リ
ー

ダ
ー

が必要 に な る。机上 に 地図を

広げ，作業，刮議す る こ とを考慮 す る と，1 グ

ル
ープ は最大 10名程度 ま で だ ろ う （写真 1 ）。 グ

ル
ープ リ

ーダ ー
は，議論 を リ

ー
ドする必要 は必ず

しもな い が，交 わ され た話題 の記録や ，話が とぎ

れた際 の 掘 り起 こ しに あた る 。

　課題探索型地域防災ワ ーク シ ョ ッ プの 主 た る参

加者は ，当然対象地域 の 住民 だ が ．広 い 意 味 で の

技術 的，自然 災害科 学的知見 を盛 り込 むた め に，

対象地域 の 防災に 関わ る 人材に な る べ く多 く参加

して もらうこ とが 望 まれ る 。 市町村の 防災担当者

は 最低 限関与 して もらい た い が，他 に は 河 川管理

者，消防関 係 者，気象台関係者，福祉 関係者 な

ど，取 り上 げた い 話題 に 応 じて 人選 し，参加 を要

請す る 。

　課題探索型 地域 防災 ワ
ーク シ ョ ッ プ実施前 に

は ，主な関係者で
一

度 は打 ち合 わせ を し，目的や

内容 に つ い て 意識共有 を は か っ て お く。こ こ で い

う関係者 とは，企 画責任 者，ゲ ル ープ リーダー．

ワ ーク シ ョ ッ プ実施 の 発 案者，対象地域 の リ ー

ダ ー的な 人，関係機関代表者な ど で あ る 。

　3．3 事前 調査

　課題探索型 地域防災ワ ーク シ ョ ッ プ で の 議論 を

深め る た め に，対象地域 の 自然災害に 関 わ る基礎

的情報を，入手可能な各種資料 を基 に整理 し て お

く。 事前調査は 企 画責任者を 中心 に 行 い ，で きれ

ば グ ル
ープ リ

ーダ ーもそ の 内容 を 理解 して お くこ

とが 望 ま しい 。 比較的容易に調 査可能な事項 と し

て は 以 下 が 挙 げ られ る 。な お ，事前調 査 情報 の 詳

細 に つ い て は，牛 山 （2009a，2009b，2009c，

2009d） に 整 理 し て あ る．

（1 ）位 置 ・略 史

　地 名辞典 な ど を も と に，対 象地域 が 所属 す る
．
市

町村 の 簡単 な歴 史 （合併過程 な ど）。

（2 ） 人 口

　国勢調査な ど をもと に，対 象地域が 所属す る il∫
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町村の 人 ［，年代構成 な ど、対象地域 の 人 口 は市

町村役場 な どの 資料も併M ，、

〔3 ）地形

　国上交通省 か ら公表 され て い る 国土調査 の 土地

分類図 （図 1） などを用 い ，対象地域 及びそ の周

辺 の 地 形的特徴 （山地 台 J也 低地 な どの 地形 分

類）。

（4 〕気象

　気象庁 ア メ ダス 観測所 の 月平 均 降水量 ，過去最

大 （ア メ ダ ス の 場含長 くて も1976年以降） の 24峙

間降水量，1 時間降水旦 な ど。

（5 ）過 去の 臼然災害

　 市町村 の 地域 防災計 画や地 史な ど を も と に，対

象地域 が所属す る市町村 で 過去 に 発生 した卞な自

然災害を簡単な年表に まとめ る t，

（6 ）ハ ザ ードマ ッ プ ・
被害想定

　対 象地域 に関係す る ハ ザ
ー

ドマ ッ プが あれ ば 必

ず参照 して お く，，また ，何 らか の 被害想定が公表

され て い な い か，地域 防災計画 な どで 確認 す る 。

（7 ）現ナ也踏査

　実施 前 に 最 低 1 回 は 対 象地 域 を 現 地 踏 査 し，地

形や位 置関係 を実地 で 理解す る と と もに，避難場

所な どの 主要な施設 も確認 して お く。

図 1　 地 形 分 類 図 の 例

　　　岩手県 （1975） よ り。 k な記 弓
．
の 意味 は、

　　 P ：谷底平野 お よ び 氾濫平野 ．Nl ： 自然堤

　　 防，Dr ： 浜 お よび 河 原，　 Fr ： 旧 河 道 c
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　3．4 準備品

　課題探索型 地域防災ワ ーク シ ョ ッ プ実施に 際 し

て 用 意す る 主 な 物 品類 と し て は 以 下 が 挙げ ら れ

る 。

C！）縮尺 1 ： 2500程度の 自地 図

　作業 の 下図 と し て 利用 。地形 を読 み取 りに くい

の で ，住宅地 図は適 さない
。

〔2） ビ ニ ー
ル シ

ート

　後述 す る標高塗 り分 け作業 な どの ため に，下 図

の 上 に か ぶ せ て使 う、，透明ゴ ミ袋 を切 っ た もの で

よ い 。

〔3 ）　筆轟己具

　 サ イ ン ペ ン を 5 色 以 上 。 太字 と 細字 が 書 け る タ

イプが よい 。ボ
ー

ル ペ ン や 鉛筆 も必要。

（4 ）付箋紙

　 交 わ さ れ た 話題 を 書 き留 め て 地図 ヒの 関係箇所

に張 る た め に 使 う tt
　 75　mm × 75　mm よ り小 さ い サ

イ ズ が使い や すい 。

（5 ）テ
ー

プ類

　 ビ ニ ール シ ー
トや 地図 の 岡定 に 使 う。 ドラ フ

テ ィ ン グ テ
ーブ な ど は が せ る もの 。 ガ ム テ

ープ の

場 合 は布製 。

（6 ）拡大鏡

　 地 図や 資料を読 む と きに 使 うtt　 lOO円シ ョ ッ プ

で 売 っ て い る よ うな もの で よ い 。

4 ．課題 探索 型地 域防 災 ワ ーク シ ョ ッ プ

　　 当 日の 作業内容

　4．1 試行例 に つ い て

　筆者が実際 に 企 画 ，運営 し た 課題探索型 地 域 防

災 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ を事 例 と して ，当 凵の 作 業 内容

を紹介す る （以下 で は J試行例」 と い う）。 事例概

要 は 以下 の 通 りで あ る、，

事 例地 ：岩手 県岩手 郡滝沢村法誓寺 地 区

参加者 ： 同地区の住民約20名，岩手県職 員（防災，

土 木関係），滝沢村職員 （防災 関 係），岩 千県立大

実施 日 ： 2008年 2 月 2H ，3 月 1H

　 なお こ の 事例 は，岩手県 総脊防 災室 か ら の 依頼

に よ り，「岩手県地域 1坊災力 形成事業 ワ
ー

ク シ ョ ッ

プ 」 の
一

環 と して ，同室 と の 共 同で 企 画 し た も の

で あ る 、，
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　4．2　導入講 義

　 まず，対
’
象地域 で想定 され る災害 な ど に 関連す

る 簡単な解説を行 う （20〜30分程度）。 こ の 講演

は，事前 調査 で 収集 した資料 を も と に 企 両 責任者

が彳∫う。特別に 専門的な内容に踏み 込む必要性は

な く，公表さ れ て い る ハ ザ
ー

ドマ ッ プ や被害想定

で 示 され て い る情報 の 範疇で よ い
，、 む しろ こ の 範

囲を越 えた説明 を行う と．参加者に 混乱 を与 える

可 能性 もある 。 特 定 の 種類 の 災害 に つ い て の み で

な く，想定さ れ るすべ て の 災害に つ い て 述 べ る こ

とが 望 ま し い 、，解説の 内容が 企 画 責任者の 専門分

野 と大 きく異 なる場 合は，当 日だ け参加す る 「専

門家」 を用 意 し，コ メ ン テ ータ と して 協力 して も

らう とよい 。

　災害に つ い て の 解説の 前．ま た は後で ，課 題探

索型地域 防災 ワ
ーク シ ョ ッ プそ の もの に つ い て の

説明や，本 日の 作業内容 に つ い て の 説 明 も必要 で

あ る。

　試行例 で は以下 の 資料や 内容の説明を行 っ た。

・対象地域 の 地形分類図 、、台地 と低地が混在 して

　 い る （図 2 ），，洪水，地 震等に対す る 脆弱性が存

　 在す る 。

・昭和 初期 と現在 の 地形図。数
．
卜年 前 に は湿 地 も

　 見 られ た。

・1 ：10000地形図 。 地域内を農業用水 と し て 開削

　 さ れ た河川が 流れ て お り，天 井川 と な っ て い る

　 ζ図 3）。 洪水 の 可能性が ある 、，

・岩手山ハ ザ
ー

ドマ ッ プ。火 山泥流 の 流
一
b
．
と降灰

　 の 影響が想定され て い る 。

こ こはどうや っ て できた土 地 ？

L97巳

図 2　 地 形分類 図 を 用 い た 解説 ス ラ イ ド

牛 山 ・岩舗 ・太 田 ： ．K題探索型地域 防 災ワ
・．一

ク シ ョ ッ プ の 試行

・岩手県地域防災計画e 活断層に よ る 地農 で 震度

　 6弱〜 5弱 が 想定 され て い る，、

　こ れ ら の 説明 を要約 し．対象地域に お い て 想定

され る 災害 に つ い て ，図 4 の よ うな と りま とめ ス

ラ イ ドを提示 し た 。

　4．3　大縮尺地形図を使 っ た標高読 み取 り作業

　導人 講義 の 後，す ぐに参加者 間 の 討論 に 人 っ て

もよい が，は じめ は何 らか の 共 同作業を行 っ た方

が 討論 の き っ か け が つ か み や すレ  DIG な ど で

も，まず地図 の 読み 取 り作業を行 っ て い る 。試行

例 で は．1 ：2500白地 図 を用 い ，簡単 な作 業 を通

じて 細 か な地形 の 読み 取 りを行 っ た、，こ こ で 地形

に着 日する の は，地形 が様々 な 自然災害に 共通す

る素因情報だ か ら で ある 。 地形 と災害 の 関係 につ

い て は い くつ か の 参考書が ある が （た とえば水谷，

　　　　　集落内を流れ る川

靆鎌 蝶
川

y

＼

＼

「
堤

防

諏

ゴ驫

図 3 　天 井 川 を説明す る ス ラ イ ド

こ の 地 区で起 こりうる災害

・ 浸水（主に 木賊川の 氾濁

　 一川より低 い 位置 に集落が 立地

・ 地震 による揺 れ （比較 的揺 れ やす い ）

　 一十分 固まっ て い ない 新しい 土 地

　 一わず か数 十年前まで川 や 湿地であっ た

・ 地 震による地 盤 の 液状 化

　 一建物 の 変形や 損壊 に つ なが る可 能性

・ 火 山 泥流 ，降 灰

図 4　 対 象 地 域 で 想 定 さ れ る 災 害 の ま と め ス ラ イ ド
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2002〕，そ の 地域が ど の よ うな種類 の 地形 に分類

され る の か を理解 し，そ の 場所 で は ど の よ うな災

害 に 対 す る素 因があ る の か 知 る こ と が基 本 で あ

る。まず は 山地．台地 低地 な どに 大 別 し，さ ら

に そ の 中 で
「
よ り低 い と こ ろ は どこ か 」を理 解す

る こ と が重要 で ある、， 「よ り低 い と こ ろ」は ，浸水

に 対 して 周岡 よ り脆弱 で あ りt 津 波，十 石流 ，火

山泥流 な ど，多くの ハ ザ ードにお い て も 「周 囲よ

り脆弱な場所」 と理 解す る こ とが で き．応川性が

高 い 知識 と い え る 。 因呆 関係 は 明 ら か で は な い

が．地形 （標 高）を よ く理解 して い る 人 は ，津波

に 対す る 危険度認知や 防災行動 の 実施意 向が高い

とい う調査結果 もあ る （太 出
・
牛 1［1，2009）、、

　 「よ り低 い と こ ろ」の 理解 に は．詳細な地形図を

用 い た 標 高読 み 取 りが 有効 と 思 わ れ る 。 等高線を

追 っ て 塗 り分 ける こ と が理 想的 だ が ，時問 的制約

を考慮 す る と，標 高点 を塗 り分 け る 方が簡単 で 良

い ．書 き込 み 作業は，ビ ニ
ー

ル シ
ー

ト上 に サ イ ン

ペ ン で 書 き込 む とい う作業形態が
一

般的で ある ．

用意 で きる サ イ ン ペ ン の 色数 〔市販 さ れ て い る も

の は 8色程度）や，識別 しやす さ，他 の 情報を書

き込 む際 に使 う色 の こ とな どを考 え る と，標 高塗

り分けに使え る 色 は 3色 程度が限 度 で あ る。塗 り

分 け の し きい 値は ，事前 に対象地域 の 地形図 で 試

行 し，以 ドの よ うな 方針 に も と つ い て 決定 す る、，

・3色 で 塗 り分 けた 1祭に台地 と低地が明瞭 に区別

　 で き る こ と

・
集 落内 に あ る小 さな谷 や 微低地 が，周囲 よ り低

図中の 数字 が標高（海面 か らの 高さ）
・ 151．9m 以 下 は青丸

・ 152．0 〜 154．9m は緑丸 e
・ 155．Om 以 上 は赤丸 ○

薗 織絵
図 5 　標高塗 り分 け作業 を 説明す る ス ラ イ ド
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　い 場所 と して判別 で きる こ と

・き りの よい 数字 で あ る こ と

　試行例 で は，「151，9m 以下」，「152．　O〜154．9m 」，

「155．Om 以 E」の 3 階級 で の 塗 り分 けを行 っ た

（図 5 ）、，こ れ は ，台地 と低地 を明確 に 塗 り分 け る

と と もに，集洛内に存在 した 小 さな谷を認識 で き

る こ と を考慮 した 結果 で あ る 。

　4．4 討論と話題 の記録

　地 形図塗 り分 け作業 の 後 は グ ル
ープ毎 の 討論 と

なる 。 こ れ は，合図を して
一

斉 に始 め る の で は な

く，塗 り分け作業 を通 じた 会話 か ら自然 に 移行 し

て い く形 を とる 。特 に促 さな くて も話が交 わされ

る こ とが 多い が ，あ ま り話が 出 ない ときは，地 図

を 見 て の 印象 や，地 図 上 に あ る い ろ い ろ な施設 に

関 わ る話，過 去 の 思 い 出な ど に つ い て ，グ ル ープ

リ
ーダ ー

が参加 者 に 問 い かけ を彳∫う、，お もしろ そ

うな話題が 出た ら，グ ル
ー

プ リ
ー

ダ
ー

は積極 的 に

問 い か け をす る 。 ま た，場所．年，事実関係 な

ど，あ や ふ や に 話 さ れ た 内容 に つ い て は ，聞 き 返

す な ど して 無理 の な い 範囲 で 明確に して お くこ と

も有効で あ る 。

　 こ の 際最 も重 要な こ とは，交 わ され る話題 を メ

モ と して 書 きとめ て お くこ とで ある 。メ モ は付箋

紙 に 書 き，関係 す る 場所 に貼 り付 け る、、メ モ の 内

容 は 1文章」で も よ い し，「甲・語」で も構わ な v   KJ

法 で 用 い る カー
ドの ス タ イ ル と 同様 に，な る べ く

1枚 の 付箋紙 に は 1種類 の 話題 を記録す る。全般

的な事項な ど は，地図 の 周辺 部に貼る。メ モ は 参

加者白身が書 けれ ば よ い が ，こ の よ うな作業 に慣

れ な い 人 も多い の で ，グ ル
ーブ リ ーダ ーが 主 に担

当す る 。 人貝 に 余裕 が あ れ ば ，メ モ 役 を 各 グ ル
ー

プ に 配 置す る と よ い だ ろ う。

　討論は，地 形図の 塗 り分 け作 業 と合 わせ て おお

むね 1 時 間 稈 度 が 目安 で あ る ，話 が 盛 り上 が れ ば

長 くす る な ど，状 況 を見 つ つ 判断す る （写真 2）。

　4．5 発表会

　グ ル
ープ称 業 が 一

段 落 した と こ ろ で ，発 表 会 に

移行す る 。 発表会は 企画責fr：者が 司会役 と して 進

行す る。ま ず 各 グ ル
ープ で 発 表者 を 決 め る ．，発 表
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者 はグ ル ープ リ
ー

ダ
ー

で はな く，地元か らの参加

者 が 望 ま しい t，発 表者 か 決 ま っ た ら，適当 な順番

で発表を し て も ら う。作業 し た 地 図が 板な どに貼

られて い る 場合 は 板を立 て て説明す る と効果 的 で

あ る 。 机 に 直接貼 っ て あ る 場合は 発 衣す る班 の 周

りに 全員に 集まっ て も らうとよい （写真 3 ），，

　 ・つ の 班 の 発表が 終 わ っ た ら，企 画参加者 や 他

の 参加者か ら 質問 や コ メ ン トを行 う。 こ の 際，

様 々 な立場 の 参加者が い る ほ ど コ メ ン トの 1隔が 広

が る 。 企 画責任者 は 一
人 で コ メ ン トし よ うとせ

ず，関 係 の あ りそ うな担 当者 に積 極 的 に 話 を振 る

と よ い 。こ の ときの や りと りもメ モ と して な る べ

く記録 して お く。 全班の 発表が終わ っ た ら，企画

貢任 者か らま と め 的 な コ メ ン トを行 い ，ワ
ーク

シ ョ ッ プを終 fす る ，、

写真 2　 グ ル
ー

プ作業終了後の 机上 の 様子

写真 3　 発表会 の 様子

†山
・
岩舘 ・太 m ： 課題 探 索型 地 域 防災 ワ

ー
ク シ ョ ッ プ の 試 行

5．課 題 探索型 地域 防災 ワ ー ク シ ョ ッ プ

　　 後 の 作業

　5．1 発言デ ータ ベ ース作成

　課題探索型 地域防災ワ
ー

ク シ ョ ッ プで は ，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 場 で 出 され た 話題 を整理 し，記尿 と

して 残 すこ とが重要で あ る、，まず，各グル
ー

プ の

作業 で 付 箋紙 に 記 人 さ れ た 情報 や ，発表会 の 。L録

を電子化する 。 Excelな どの 表計算 ソ フ トを用 い ，

1 レ コ ー ド （1行）内の 1 ブ イ
ー

ル ド （1 列）に、

1 枚 の 付箋紙 の 内容 を記入する 。 付箋紙 の 内容が

不 明瞭 な場合 は．記 入者，参加者 な ど に確 認 を と

る 。 1枚 の ワ ーク シ ー ト内 に ．付 箋 紙 の 内容 の

他，グ ル
ー

プ，記 入者な どの フ ィ
ール ド 〔列） を

設 け、デ
ー

タベ ース 化 （発言デ
ー

タベ ー
ス ）する 。

　5．　2　課題 リス トと位 置図 の 作成

　次 に ，発言 デ ータ ベ ース の 1 レ コ ー ドを単位 と

し て ，内容 別に分類する 、，こ こ で は ，KJ 法 に よ

り内容的に類 似 した レ コ ー
ドをグル ー

プ化 し，そ

れぞ れ に 見 出 しをつ け る 。 次 に，分 類 ご と の レ

コ
ー

ドに 含 まれ る内容 を要約 し，課題 リス トを作

成する。。果題 リ ス トに は ，必要に 応 じ て ，そ の 内

容の 関係す る位置情撮，関係する機関や 団体 対

応 の 必要度な ど の フ ィ
ール ドを付加する t，

　諜題 リス トに含 まれ る情報 の うち，位置情報を

持 つ もの につ い て は，地図上 に示 して 位置図 を作

成 す る。なお，こ の 「位 置図」 が 「防 災 マ ッ プ」

と理解 され て
一

人歩 きす る可能性が大 い に あ る 。

特に，参加 し て い な い 人 に対 し て 誤解 を 生 じや す

い 地形図の 塗 り分け結果 （赤 い と こ ろ は危険 な

ど と理解 されやす い ）な ど は ，位置 図に示 さな い

方が い い だ ろ う。

　課題 リ ス トと位置図 は ，企 画 貞任者 らで 下案 を

作 成 し，対 象地 域 の 地 尢 関 係 者 に確認 し て も ら っ

た うえ で 成案 とする 、，こ の確認作業は少人数の 打

ち 合 わ せ で も よ い し，再度 人 数 を 集 め て 第 2 同

ワ
ー

タ シ ョ ッ プ とする 方法 もあ る。

　 試行例 で は，表 2 の よ うな課題 リ ス ト （
一

部を

抜粋 ）が作 成 された 。 こ の 表 の うち，特 定 の 場 所

に 関係す る 課 題 や 情報 を図 上 に 示 した の が図 6 で

あ る、，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ実施時 に は標 高点 の 塗 り分
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

自然 災害科学 」．∫SM ）S　28−2 （2009） 121

表 2 　課題 リ ス トの 例

法誓寺地 区 の 防災上 の 課 題 だれ が い つ

通
対
応 来

し

番
口

課題 の 内 容 場所
の

必
対策

イ1古「
人

地

区
村 県

今

年

年
以

「 1 要

性
降

．
毎年 9 月 に 木賊川堤 防 の 草刈 りを

木賊川 に ゴ ミ が あ る。川 が して お り，そ の 際 に ゴ ミ も清掃す
1 増水 した ときに僑に 詰 ま る 木賊 川 ○ る こ と に な る 。 今後 も継続 して 取 ◎ ◎ ○ ○ ○

の が 心配 だ。 り組 み た い ．対
’
岸 （み た け 6 丁 日）

で もで きれ ば や っ て も らい た い ，、
ふ る さ と交流館 が 避 難場 所

旨

2
だ が，浸水箇所を通 っ て 避

難 した こ と もあ る。避 難場

所 を 正 式 に 変 更 した 方 が よ

北 陵 中 〜ふ る

さ と 交流館
○ 3番 へ ○ ．◎ 0 ○ ○

くな い か。．

3

　　　　　　　　　　　．
北 陵中学校 は 正 式 な 避難場

所 か （指定避難場所）
1
北陵 中 ○

北 陵申学校 が，村 の 正 式な 指定避

難場 所 に な っ て い る 。 地区内 に こ

の こ と を よ く伝 え た 方が よ い 。

○ ◎ ○ ○

　一

〇

大雨 の 際 に 木賊川 の 橋が通

行止 め に な る こ とが あ る 。

41 通 れ な くな る こ と を考慮 し 木賊 川 の 橋 ○ 7 番 へ ○ ◎ ○ ○ ○

瓣
を考 え て お9 と

距
橋や 道路 の 通行止 め が適切

5
に 行 わ れ な い 場合 が あ り，
浸水 して い る場所 に 車が 立

ち往生 し て 渋滞す る こ とが

市道，村道 ○
冠水 しそ うな 場所を特定 し て お き

た い
。

◎ ◎ ◎ ○ ○

あ る 。

6

車 で 避難し な い こ と 。 浸水

が は じ ま っ た ら，無理 に 動

く と危 険 な こ と もあ る 。 早

め の 避難 が 必要。

⊂）

車で 避 難せ ざ る を得 ない 場 合 もあ

る 。村 の 避難 準備 悄報 に 基 づ き，
早 め に 地 区 の 体制を取 る 。

　．

d・
　 　 　 1

○

．

○ ○

一．．一
「みた け児章 セ ン タ

ー
」 が 、盛岡市

木賊川 の 東側 に も避難場所 の 「洪 水 時 の 避 難 場 所」に 指定 さ れ

7
が あ っ た 方が い い

。 み たけ

児帝セ ン ターを利用す る こ

み た け 児童 セ

ン タ
ー ○

て い る 、， こ こ に 法誓地区住民 も避

難で き る と よ い
。 村 と も協力 し．

◎ ．○ ○
．
○ ぐ）

と は で きない か。 自主防災組織 と し て 盛 岡市 に 申し 1
入 れ を した い

。

1

けを行 っ て い る が ．位置図 で は こ れ を掲載 して い

な い 。ただ し，地 形に 関 す る 情報 と して ．太 い 矢

印で 集落内にある 小 さな谷 の 走行 方向を示 して い

る 。また、過去 に 浸水 した場所 に つ い て は ，正 確

な範 囲 が 記録 され て い る わ けで は な い の で ，点線

の 楕 円 で イ メ…ジ的に 表現 して い る ．

6 ．効果検証 の 試 み

　こ れ ま で に 行 っ た課題探索型地域 防 災 ワ
ー

ク

シ ョ ッ プ の うちい く つ か に つ い て は ，そ の 実施 に

よ る効果 の 検 証 も試み て きた。

　ま ず表 1c の 事例 に つ い て は ，ワ
・．一ク シ ョ ッ プ

開始前に参加者 に対
．
して ア ン ケ ー

トを実施 し，終

了後 ア ン ケ ー トを持ち帰 っ て もらい ，約 2 週間後

に 回答，返送 して もら う方法で ．事前，事後の 変

化 を み た （・，Tilliら，2009）、，こ の 事例 で は ，中心的

に 取 り ヒげ た 話 題 （盛 岡駅周辺 は 洪水災害 の 危険

性がある）に つ い て は．明確に 認識の 変化 が見 ら

れた が ，災害全般 に 対 す る 認識 に は 大 きな変化は

見 られ ず．帰宅後に自分 の 町 の ハ ザ ー一ドマ ッ プ を
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谷 地 形 付 近 は，地 学 的 に は 新 しい

図 6　 出 さ れ た課題 の 位置図の 例

確認す る な どの 新 た な行 動 を起 こ し た 参加 者 もほ

と ん ど存在 し なか っ k ，，

　表 1d の 事例 に つ い て は ，ワ
ーク シ ョ ッ プ時に

関 連 する 話題 が 多 く出さ れ た ，津波 避難 場所 を

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ実 施直 前か ら実 施後に か け て の 約

1 年 間観 察 した （牛由 ・吉 田，投 稿 中）、ワ ーク

シ ョ ッ プ時に作成された課題 リ ス トに は，避難路

の 整備，緊急資材 の 用意，簡易看板 の 設 置 な ど，

地域住民の み ，ある い は行政機関 との 協 働で 実施

可 能 なさま ざまな課題
・
対策が挙 げ られ て い た が．

1 年後 ま で の 時点で ，避難場所 に 生 じた 外 見 上 の

変化 は ほ ぼ 皆 無 だ っ た 、，

　表 le の 事例 に つ い て は ．ワ
ーク シ ョ ッ プ 実 施

の 約 8 ク 月後 に，村役場防災担当者お よ び対象地

区 自土 防 災組織関係者に聴 き 取 り調 査 を 行 っ た，，

そ れ に よ る と，課題 リ ス ト に挙げ ら れ た課題 に つ

い て は 具体的 に着手 さ れ た もの は な い が ，ワ ーク

シ ョ ッ プ に 村 や 県 の 関係者 が参加 し，それぞ れ意

見 を交 わ した こ と か ら．相互 の 信頼 関係 が深 ま っ

た とい う実 感 が あ る と の こ と で あ っ た r，ワ
ー

ク

シ ョ ッ プの 約 6 ヶ 月後に 村内 の 他地 区 を含 め た 防

災訓練を行 っ たが，そ の 際，住民 （自主防災組織）

の 参加，連携が 従来に 比 ベ ス ム ー
ス に な っ た と感

じ た と い う声 も聞 か れ た 。

　表 1h の事例 に つ い て は．ワ
ー

ク シ ョ ッ プ実施

約 3 ヶ 月後 に ，対象 地 区 自主 防災組織 関 係者 に 聴

き収 り調査 を行 っ た 。 こ の ワーク シ ョ ッ プ で挙げ

られ た 課題 の 中 に，1
一
災害時に 地 区 の 本部 を 置 く施

設 が 津波浸水想定区域付近の や や低 い 場所に あ り

不安 な の で ，指定避難場所 で あ る 小学校 に 置 くこ

と に で きない か 」 と い うもの があ っ た 。自主 防 災

組織 と して は こ の 課題 を解 決す る方向で ，市役所

に 対 し て 申 し 入 れ を 行 っ て い る と の こ と だ っ た ，

こ の 申し入 れ を行 うに 至 っ た の は，ワ ーク シ ョ ッ

プ で の 地 形 （標高ナ の 読 み 取 りに よ り、低い 場所

に あ る こ とが 実 感 さ れ た こ とも背景に あ る との こ

とで あ る。

7 ．お わ り に

本 稿 で 紹 介 した手 法 は，防災 に 関 わ る ワ
ー

ク
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シ ョ ッ プ的な取 り組み を．lif．な る住民運 動に とど

め ず ，既 存の 情報を活用 し，対象地域 の 自然災害

科学的特性 （災害 の 素因）を反映 させ た 取 り組み

に す る こ とを目指 して 試行錯 誤 中 の もの で あ る 、，

よ く行わ れ て い る DIG な どを発展 させ た手法 と位

置づ け られ ，以 下 の よ うな特徴 を持 っ て い る tt

（1）対象地域 の 「事前調査」の 重要性 を強調 し，そ

　　 の 具体的 な内容や方法 を挙げた こ と 。

〔2）防災 に 関す る汎川 的な基 礎知識 で あ り，防災

　　行動 との 相関が 認め られ る 「標高情報」を理

　　解す る た め の 標高読み取 り作業 の 導入を提案

　　 して い る こ と 。

（3 ）成 果物 と して 「課題 リ ス ト」を作成す る こ と

　　 を提案 し，そ の 方法論 を示 して い る こ と 。

　 なお ． こ こ で 用 い て い る 情報 は令 国的 に 整 備さ

れ て い る もの ばか りで あ り，口本国内で あれば ほ

と ん ど の 地 域 で 同様な 取 り組み が 実施可 能で あ

る，，ま た ，こ れ らの 情報は ，専門研 究者 で なけれ

ば理解 で きな い ような もの で はな く，理工学 的 な

技術著な ど，読み 解 く能力 を持つ 人材は そ れ ぞ れ

の 地域に 存在 し て い る もの と思 わ れ る 。 し か し、

現状 で は こ うい っ た 技術的能力を持 つ 人材が，防

災ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 的な取 り糸目、み の 場に参加，関 ウ・

す る 体 制が十分整 っ て い るわけで はな い 、，入材育

成が よ くい わ れ る が ，すで に い る 人材を どの よ う

に活用する か に つ い て の 検討 も重要 だ ろ う。

　 今回例示 した 課 題探索型地域防災ワーク シ ョ ッ

プで は，い ずれ も「何らか の 具体的な防災．Lの 課題

の 把握」 と い う作 業 自体 は 特 に問題 な く実 施 で き

た 1、ゲ ル
ー

プ作 業 の 段階 で は ，す で に 実現 して い

る事項が課題 と し て挙 げ られ たが ，参加 した研究

者や行政関係者 らが そ の 場で コ メ ン トす る など し

て参加者に 理 解 し て も ら うとい っ た場面 も見ら れ

た ． ま た，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ実施後 に 課題 リス トを

作 る こ とか ら．出 され た 課題 が 事実 と 相近 して い

な い か ，実現 性 が あ る か どうか な ど に つ い て ，

ワ
ーク シ ョ ッ プ に参加 し な か っ た 関係者な ど に も

確認する こ とが で き，単 な る 思 い つ き に とどま ら

ない 成果物を作 る こ とが 可能に な っ て い る。6、で

述 べ た ように ，限定的 で はあ る が，「課題 の 把 握」

と い う作業が．何 らか の 具体 的 な行動 に つ なが る

123

可能性 も示唆 され て い る。ワー・ク シ ョ ッ プ の 価値

を高め る意味か ら も，何 ら か の形で そ の効果 を示

すこ とは絶対 に 必要 で ある 。 今後 　さ ら に様 々 な

角度 ，方法 に よ っ て 効果検 証 を試み た い 。
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ーク シ ョ ッ プ で は，当時岩

手県立 大学総 合 政策学部学生 だ っ た 吉出 淳美 さ

ん，岩手県宮古地方振興局岩泉土木事務所，岩手

県田野畑村役場，株式会社防 災技術 コ ン サ ル タ ン

トの ご協力を い た だ い た 、，2008年 の 岩手県 内で の

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で は s 当時岩手 県立大学総合 政策

学部学生 だ っ た吉田亜里砂 さ ん ，岩手県総合防災

室，岩壬県大船渡地方振興局，陸前高田市役所

滝沢村 役場 ，奥州市 役所 の ご 協 力 をい た だ い た 。

なお本研究 の
一部は，岩手県立 大学公募型 地域課

題研究 ，京都 大学防 災研 究所
一

般共 1司研究，平成

19年度科学研究費補助金 「災害情報に よ る 人的被

害軽減効呆 に 関する研 究 （研究 代表者　牛 山素

行）」 の 研究助成に よ る もの で あ る 、、
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